
- 1 -

全史料協関東部会
事務局
№７

２０１１年 ３月

本年度最後の定例会が 2月 10日（金）静岡県磐田市歴史文書館にて開催されました。
首都圏から離れた場所での開催ということで参加者数が心配でしたが、38 名もの参加者
があり、大変充実した会になりました。磐田市への合併に伴い旧竜洋町の役場が文書館
として使用されています。しかし、一階は現在も磐田市竜洋支所ということで２Ｆ、３
Ｆ部分を歴史文書館として使っていました。支所と共にあることは一つの新たな方向だ
と感じましたが、施設面（内装や空調など）では課題も多いと感じました。
ふかふか絨毯に豪華な書棚や置物もそのままの旧町長室を閲覧室として開放しており、

数ある文書館の中でもここの閲覧室が全国一豪華な設備だと思いながら見学しました。
市民に一番いい場所を開放するなんてさすが磐田！！
また書庫も発行物の在庫置き場もふかふか絨毯の町議会場。こちらもきれいで大変豪

華な作りの中に段ボールがドカッーン！と山積み。しかし、文書のためにはあまり好ま
しい環境ではないようで、掃除や室温度管理に質問が及んでいました。

旧町舎を使用した文書館（１Ｆは支所） 町長室をそのまま閲覧室に使用

豪華な町議会場は書庫と刊行物倉庫に 展示スペースも確保（「巨大地震からの警告」）
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昨年夏の第 257 回定例会で訪れた長野市戸隠に
ついに「宝物館・参集館」が昨年 12 月６日に完成
しました。開館は 4 月 23 日の予定だそうです。定
例会参加者で銅板一枚に名前を書かせていただき、
寄贈させていただきましたが、それも屋根に使われ
ていると思うと、今後何かしらの御利益も・・。
関東部会宛にお礼と案内状が届きましたのでお知

らせいたします。
昨年度の定例会直後から吉永小百合主演のＪＲ東

日本のＣＭが流れ一気に観光客が押し寄せ、そば職
人や土産物屋は寝不足だった戸隠・・・。あの例会
がもう少し遅ければたぶん日程も大幅変更になって
いたことと思います。ぜひまたあのような楽しく有
意義な企画があればご参加ください。
あの時に直接触れることができた笏や文書などの

重要文化財も今後はガラスケースや倉庫に保存・展
示され、触れることも叶わないと思います。
あのとき触った方々は超ラッキー！！でしたね。
今戸隠は 150 ｃｍ以上の積雪となり写真家とスキ

ー客のひっそりとした景色です。参加者が感動した
鏡池は、冬場凍結し湖面を歩く事ができたようです。

2年間お世話になりました・・・
２年間、事務局を担当させていただき感謝の気持ちでいっぱいです。会員の皆様

方には支えていただいたり、御迷惑をおかけしたり、御無理をお願いしたりといっ
た事務局ではございましたが、大変いい経験をさせていただきました。
義務や高等学校の教員が事務局を担当させていただき、こんな世界もあるんだ～、

こんな方々ががんばっているんだ～ということがよく分かると共に大変刺激的でし
た。世間一般に会員の皆様方の取り組みや文書館の見えない部分のご苦労、文化財
行政や生涯学習のあり方など分かっていただけない部分も多々あり、もどかしさを
感じながらの２年間でした。
事業仕分けや、予算・人員削減、など明るい話題ばかりでない現状ですが、一分

の望みとして「公文書の管理に関する法律」が４月から施行されれば文書館の役割
や文書課や住民からの見方も少なからず変わると期待しています。
この関東部会を長年支えてくださっている複数の方から、「昔の関東部会のようだ」

「活気が戻ってきた」「やっぱり定例会の後はこうして飲み会を盛大にやらないと」
と声をかけていただく機会も多くございました。個人や機関会員が共に会員として
学ぶ会は大変珍しく、今後も会存続や内容面で専門レベルでの研究を生かしていた
だきたいと願っております。この会が個人に機関に、そして各県や市町村に影響を
及ぼしていることが訴えかけられるよう更なる活動の充実を願っております。
本年度で機関会員の脱会が３機関ございます。事務局としてつなぎ止めることが

できなかったことを悔しく思うと共にお詫び申し上げます。
４月から戸田市立郷土博物館に事務局をお引き受けいただくことになりました。

新事務局に御期待申し上げると共に、皆様の変わらぬ御協力もお願いいたします。
ＨＰを新たに立ち上げ、Ｅメールでの案内送付や定例会参加受付を行い会費節約

や連絡など今までよりかなり違う運営になることと御期待ください。
3 月 11 日の東日本地震では資料保存という観点から多くの事を学ぶことができま

したと共に、被災地の皆様には心よりお見舞い申し上げます。２年間大変お世話に
なりました。今後とも関東部会をよろしくお願いいたします。m(_ _)m （下）


